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第3章官民連携まちづくり関係者の交流・促進イベントの企画・運営  

官民連携まちづくり関係者の交流・促進イベントとして、国土交通省主催によるイベント

「2024 年度 官民連携まちづくり DAYS DAY1 都市再生推進法人等会議’24、DAY2 エリアマネ

ジメント政策対話」を開催した。 

DAY1 都市再生推進法人等会議’24 では、都市再生推進法人等が持つ知見や課題等を共

有し、課題解決に向けて議論できる場として、制度紹介や支援制度紹介など各機関からの情

報提供を行い、その後、全体討議 テーマ１【合意形成】、テーマ２【人材確保】、テーマ３【財

源確保】の３つのテーマで取組事例を報告した。 

DAY2 エリアマネジメント政策対話では、エリアマネジメントを推進する制度に係わるテーマを

設定し、実践にあたっての課題、都市再生推進法人やエリアプラットフォームの活用、新たな

財源確保策といった点について、エリアマネジメントの現場に根ざした議論を行った。 

なお本業務は、DAY1 都市再生推進法人等会議’24 の企画・運営を実施した。 

 

3.1 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 の企画・運営 

3.1.1 再開発エリアの視察会 

(1) 実施目的 

DAY1 都市再生推進法人等会議’24 のインプットとして、全国の都市再生推進法人に、エリ

アマネジメント団体による取り組み状況（道路占用等の制度の活用状況）を実際の現場で視

察していただくために視察会を行った。 

前年度は池袋のまちづくりを視察し、今年度は 100年に１度の再開発をしている渋谷を選定

した。 

 

(2) 実施概要 

全国エリアマネジメントネットワーク団体の一般社団法人渋谷駅前エリアマネジメント事務局

の協力のもと、渋谷駅周辺を対象として以下のとおり視察会を実施した。 

 

表 3.1-1 視察会の概要  

開催日時 令和 6 年 11 月 28 日（木）10:00～11:30 

会場 渋谷ヒカリエ ヒカリエカンファレンス会議室  

視察 

場所 

・視察順路 

ヒカリエカンファレンス会議室（概要説明）  

⇒渋谷駅東口地下広場⇒スクランブルスクエア東棟ビジョン 

⇒SHIBU HACHI BOX⇒アート東京 TYPELESS 

⇒ヒカリエカンファレンス会議室  
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(3) 渋谷視察会の告知・参加申込 

実施にあたり、事前アンケート調査にて参加希望と回答があった方にメールで参加の確認を

行った。 

 

表 3.1-2 申込期間  

申込期間  

令和 6 年 11 月 13 日（水）～令和 6 年 11 月 21 日（木）  

 

表 3.1-3 申込者数  

※追加申込（申込募集期間以降）を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

属性  人数  団体数  

都市再生推進法人  9 名 9 団体 

都市再生推進法人指定を目指している団体  1 名 1 団体 

全国エリアマネジメントネットワーク会員  2 名 2 団体 

合計  ※12 名 12 団体  
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3.1.2 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 

(1) 実施目的 

2007 年の都市再生特別措置法の一部改正により前身となる法人制度が創設された「都市

再生推進法人」は、2024 年 10 月時点で 137 団体（過年度に指定を取消された 10 団体を含

む）にまで増え、都市再生推進法人の活動を後押しする制度が、社会情勢に応じて拡充され

ている。コロナ以降、都市課題はさらに複雑化しつつも、新しい技術や考え方が広がるなど、エ

リアマネジメントを取り巻く環境はこれまで以上に大きな変化期にあると考える。 

そこで、本年度の「2024 年度 官民連携まちづくり DAYS DAY1 都市再生推進法人等会議

‘24」では、各都市再生推進法人等が持つ知見や課題などを共有し、課題解決に向けて意見

交換するとともに、都市再生推進法人等の交流の機会とすることを目的とした。 

 

(2) 実施概要 

国土交通省主催によるイベント「2024 年度 官民連携まちづくり DAYS DAY1 都市再生推

進法人等会議‘24」を、リアルで開催した。制度紹介や支援制度紹介など各機関からの情報

提供を行い、その後、全体討議 テーマ１【合意形成】、テーマ２【人材確保】、テーマ３【財源

確保】の３つのテーマで取組事例を報告し、都市再生推進法人等が持つ知見や課題等を共

有し、課題解決に向けて議論できる場として、下記のとおり実施した。 

 

表 3.1-4 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の概要 

開催日時 令和 6 年 11 月 28 日（木）13:00～17:30 

会場 国土交通省中央合同庁舎３号館 10 階共用会議室 

開催方式 リアル開催 

次第 

1．開会挨拶 

2．情報提供 

3．全体討議 

4．取組事例報告・トークセッション 

5．閉会挨拶 
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(3) 開催告知方法 

開催にあたり、案内チラシなどの作成により、周知・参加者の募集を行った。 

 

1) 案内チラシの作成 

案内チラシを作成し、都市再生推進法人等への配信や官民連携まちづくりポータルサイト

に掲載するなどして周知を行った。 

案内チラシは、「DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24」と「DAY2 エリアマネジメント政策対話」

を合わせて作成した。 

作成したチラシを以下に示す。 

 

図 3.1-1 案内チラシ  
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2) 参加申込フォームの作成 

イベントへの参加は事前申し込み制とし、オンライン入力フォームで実施した。申込募集期

間・申込者・入力フォームなどの詳細を以下に示す。また、作成したオンライン入力フォームを

次ページ以降に示す。申し込みフォームでは、討議テーマについて質問も事前に募集した。 

 

表 3.1-5 申込募集期間  

募集期間  

令和 6 年 10 月 25 日（金）～令和 6 年 11 月 18 日（月） 

 

表 3.1-6 申込者数  

 

 

 

 

 

※追加申込（申込募集期間以降）を含む 

 

 

 

 

 

  

属性  人数  団体数  

都市再生推進法人  53 名 29 団体  

都市再生推進法人指定を目指している団体  18 名 13 団体  

全国エリアマネジメントネットワーク会員  26 名 19 団体  

合計  ※97 名  61 団体  
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図 3.1-2 オンライン入力フォーム（1/7） 
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図 3.1-3 オンライン入力フォーム（2/7） 
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図 3.1-4 オンライン入力フォーム（3/7） 
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図 3.1-5 オンライン入力フォーム（4/7） 
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図 3.1-6 オンライン入力フォーム（5/7） 
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図 3.1-7 オンライン入力フォーム（6/7） 
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図 3.1-8 オンライン入力フォーム（7/7） 
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3) 来年度の視察会の受入れ可否についての回答 

参加申し込みアンケートにて、来年度の視察会の受入れ可否について尋ねた。37 団体が、

対応可能であると回答した。 

 

 

表 3.1-7 来年度の視察会の受け入れ可否  

項目  回答数  

対応可能  37 

対応困難  20 

未回答  3 

合計  60 

 

 

 

 

図 3.1-9 視察会の受け入れ可否  

  

対応可能

37

対応困難

20

未回答

3

対応可能 対応困難 未回答



3-14 

(4) 申込フォームによるアンケート 

申込フォームにて事前に募集した討議テーマについての質問を以下に示す。 

1) テーマ１【合意形成】 

《主な質問内容》 

・合意形成は、誰までを対象とすべきか。 

・対象が多岐にわたる際の効率的な合意形成方法はなにか。 

 

表 3.1-8 テーマ１【合意形成】  質問内容  

 

 

 

  

No. 質問内容  

1 
・協議先（行政組織）が多く、また全員一同に会して合意形成をとるのが難しいですが、何か方

法はありますか。 

2 
・地域の各団体のトップだけでなく、地域の多くの方が知る形で合意形成を図りたいが、その機

会の創出をどうしていくか 

3 ・全員の承認がなくても（多数決等）決定する活動はあるか？  

4 ・誰までを対象とするか？そのうち何割が合意したら「形成」となるか？  

5 
・周辺事業者のまちづくりに対する関心や理解の拡大に関する工夫について参考となる事例

について伺いたい。 

6 
・都市再生推進法人制度に対して関心の薄い自治体との合意形成の進め方についてご助言

ください 

７ 
・何か合意が必要な事項が出てきた際に、どのように最初の声を上げるか。 

・連絡会の効果的な活用・運用方法  

8 ・各団体のお悩み 

9 

・大丸有協議会主導でビジョン等の策定後に、実際に街で取組みを始める際の行政との合意

形成を担っているが、協議先が複数の課にわたっていたり、策定されたビジョンについて各窓

口の実際のご担当者まで把握いただける状況になれば、更に効果的な官民一体のアクショ

ンを実現できると考える。 
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2) テーマ２【人材確保】 

《主な質問》 

・専属・直接雇用の人材確保方策  

・地域の人材の活用方策 

 

表 3.1-9 テーマ 2【人材確保】  質問内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 質問内容  

1 
・所属企業とは別法人でエリアマネジメントを行っている場合、財源がなかなか確保できない

なか、エリアマネジメントの専属の人材確保の方法  

2 ・活動の担い手を地域からどう確保していくかが課題であり、その機会の創出について  

3 ・都市再生推進法人が直接雇用主となるスタッフはいるか。 

4 ・人材をどう確保しているのか、事例を知りたい。 

5 ・世代交代を念頭においた人材確保の取り組みについて参考となる事例について伺いたい。  

6 

・大学のまちづくり系研究室の卒業生の就職先としてその専門性を活かした企業等への就職

はどの程度の割合なのでしょうか？  

・大学新卒に限らず、まちづくりの専門家は人材市場で流動化が進んでいるのでしょうか？エ

リマネ団体として専門家の求人の期待値はどの程度あるのでしょうか？  

・人材供給主体（大学等）および行政（国）から見て何が課題と考えますか？  

7 
・子育て世代やファミリーがまちづくりに参画した事例があれば、きっかけやコツなど教えてい

ただきたいです。 

8 
・事業開発が出来る人材の採用又は連携の方法  

・継続的に良い人材が確保できるまちとは？  

9 
・人材育成について、どのような教育をされているのか(実践なのか、研修のようなものを受講

させるのか) 

10 

・地域おこし協力隊やふるさとワーキングホリデーがきっかけとなり、移住されたり、まちづくり

に携わるといった事例が見受けられます。他省庁の制度は把握しきれていないものも多く、

ご紹介いただけると嬉しいです。 

11 ・最新の人材確保、人材発掘、人材育成方法  
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3) テーマ３【財源確保】 

《主な質問》 

・安定的な自主財源の種類、確保する方法  

 

表 3.1-10 テーマ３【財源確保】  質問内容  

No. 質問内容  

1 
・補助金なども申請意向は高いですが、行政側の合意がとれません。何かいい方法はあり

ませんか。 

2 ・安定的な自主財源の開発（広告以外で）の選択肢を知りたい  

3 ・自主財源収入に対する行政からの課税に減免措置等があるか 

4 ・十分な財源を確保するための手法  

5 ・公共空間のマネジメント（維持管理、利活用）による収益の事例を知りたい。  

6 
・中間支援や不動産事業などによる自主事業収入を安定的に確保している事例があれば

伺いたい。 

7 ・法人を立ち上げたいと考えはしますが、その維持費の捻出の手段がありません。  

8 

・請負ではなく自立して継続していくことのできるプロダクト・事業をどのように形成していく

か。 

・事業開発が出来る人材とはどのような人か 

9 ・行政からの手厚い資金援助を受けている団体があれば、その方法を教えてほしい。  

10 ・会員への会費についてですが、一律で徴収しているのか、変化をつけていらっしゃるのか  

11 

・官民連携で事業に取り組むにあたり、都市再生推進法人に委託したい業務が多くあるが、

庁内で随意契約が認められず、入札や公募を実施することとなり、計画通りに事業が進め

られなかったり、思ったような成果が得られないなど、まちづくりに支障が生じていると感じ

る。 

随意契約を結んでいる都市再生推進法人も事例はあるようだが、市が出資する第三セクタ

ーであるケースがほとんどで、民間まち会社への支援は理解が得られにくい。 

昨今は、第三セクターをどうやって整理するのかという課題もある中、新たな第三セクター

の設立は難しい。都市再生推進法人であることを理由に随意契約が行えるよう、国交省か

ら通知等を出してもらいたい。 

12 
・地方都市で、補助や委託、指定管理に頼らず、自主財源的に活動できている団体があれ

ば（知っていれば）ご教示願いたい。 

13 

・最近はすべての資金を民間資金で賄うということに諦観が出てきています。  

無理に稼ぐよりは、地道な積み上げと公金のベストミックスのなかでできることを探るという

モデルがしっくりきています。 

・他の団体のみなさんのトライアルも伺いたいです。 

14 ・エリマネ共通の課題と考えうるため、何か成功事例がある場合、参考にさせて戴きたい  

15 ・今一番稼げる財源は 

16 ・都市再開発支援事業の補助について詳細を知りたいです。 
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No. 質問内容  

17 

・国および地方自治体から補助金・助成金を受けていることが多いと聞いておりますが、具

体的にどこの何という補助金・助成金を受けておられますか。 

・民間企業からの投資や寄付によって資金調達をすることがありますか。 

・都市再生推進法人が保有する不動産の賃貸収入の具体的な事例を紹介いただけます

か。 

・低利な公的融資や民間金融機関からの融資を受けておられますか。また、債券発行によ

る調達ケースをありますか。それらの金利水準はどのくらいですか。 

・都市再生推進法人に対する税金の優遇措置や特例について具体的に教えていただきた

いです。（固定資産税や都市計画税などの減税によるコスト削減を考えております）  

18 
・活動 5 年目になりますが、自主財源の確保が難しく、交付金・補助金頼みになっています。

エリマネ組織、都再法人が稼ぐ仕組みの成功例があれば教えてください。 

19 

・地権者含めた会費や協賛を中心に予算を組立、事業を動かしているが、恒常的安定的な

活動に向けて、エリマネ活動により生じた付加価値の評価手法の確立と、それをお金に還

元する仕組み・制度を確立していく必要があると感じる。 
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 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 の運営 

3.2.1 渋谷視察会 

(1) プログラムの概要 

渋谷視察会のプログラム・タイムテーブルを以下に示す。 

 

表 3.2-1 渋谷視察会のタイムスケジュール 

スケジュール 項目  説明者  

9:30～10:00（30 分） 集合（ヒカリエカンファレンス会議室）  受付：建設環境研究所 

10:00～10:00 開会 建設環境研究所 

10:00～10:05（5 分） 挨拶 国土交通省都市局 

10:05～10:20（15 分） 視察先・ルート等概要説明 渋谷駅前エリアマネジメント 

10:20～11:30（70 分） 視察グループ１～２ 案内：渋谷駅前エリアマネジメ

ント 

同行：国土交通省 

建設環境研究所 

11:30 集合場所にて解散、個々に法人等

会議会場（本省）に移動 

－ 
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(2) 参加者 

事前申込数及び当日の参加者数を以下に示す。 

 

表 3.2-2 事前申込及び当日参加者数  

※追加申込（申込募集期間以降）を含む  

 

(3) 配布資料 

渋谷視察会参加者に当日配布した。 

 

図 3.2-1 渋谷視察会 配布資料  

  

項目  属性  人数  団体数  

事前申込者  

都市再生推進法人  9 名 9 団体 

都市再生推進法人指定を目指している団体  1 名 1 団体 

全国エリアマネジメントネットワーク会員  2 名 2 団体 

合計  ※12 名 12 団体  

当日参加者  

都市再生推進法人  9 名 9 団体 

都市再生推進法人指定を目指している団体  1 名 1 団体 

全国エリアマネジメントネットワーク会員  2 名 2 団体 

合計  ※12 名 12 団体  
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(4) 渋谷視察会の様子 

渋谷視察会の様子を以下に示す。 

 

  

ヒカリエカンファレンス会議室  都市模型、レゴ（ヒカリエ 11 階） 

  

渋谷駅東口地下広場  スクランブルスクエア東棟ビジョン 

  

SHIBU HACHI BOX アート事業 TYPELESS 

  

国道 246 号沿い 渋谷川、稲荷橋広場  

図 3.2-2 渋谷視察会の様子  
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3.2.2 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 

(1) プログラムの概要 

DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 のプログラム・タイムテーブルを以下に示す。 

 

表 3.2-3 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 のタイムスケジュール 

スケジュール 項目  説明者  

13:00～ 受付開始  

13:30～14:35（65 分） DAY1 都市再生推進法人等会議’24【１部】  各機関からの情報提供  

【進行】：国土交通省都市局  まちづくり推進課 政策係長 藤原  聖也  

└13:30～13:35（5 分） 開会の挨拶  国土交通省都市局   

  まちづくり推進課  

課長 須藤  明彦  

└13:35～13:55（20 分） （1）制度紹介① 国土交通省都市局   

  まちづくり推進課   

官民連携推進室  

課長補佐 浅野 幸継  

└13:55～14:05（10 分） （2）制度紹介② 内閣府  

関本 晋也  様  

└14:05～14:15（10 分） （3）支援制度紹介  民間都市開発推進機構   

福井 誠 様  

└14:15～14:25（10 分） （4）情報提供  UR 都市機構  

岡村 智仁  様  

└14:25～14:35（10 分） （5）アンケートに関する情報提供  

（都市再生推進法人の概要等）  

建設環境研究所   

伊藤 伸一   

14:35～14:50（15 分） 休憩（※時間調整含む）  

14:50～16:35（105 分） DAY1 都市再生推進法人等会議’24【２部】  各法人の活動内容報告  

【進行】：国土交通省都市局  まちづくり推進課 政策係長 藤原  聖也  

【モデレータ】：山口大学大学院  宋 俊煥 教授  

└14:50～14:55（5 分） ・全体討議の流れについて説明  

・モデレータの紹介  

 

・モデレータ挨拶  

【進行】：国土交通省都市局  

  まちづくり推進課  

政策係長 藤原 聖也  

【挨拶】：山口大学大学院   

宋 俊煥 教授  

└14:55～15:10 

（1団体 5分 計 15分） 

テーマ 1 合意形成について 

・登壇団体紹介  

 

 

 

 

 

【紹介】：国土交通省都市局  

  まちづくり推進課  

政策係長 藤原 聖也  
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・取組事例報告（３団体）  【報告①】：  

株式会社テダソチマ 

大木 和彦 様  

【報告②】：  

株式会社まつくる  

中尾 禎仁  様  

【報告③】：  

一般社団法人東銀座エリアマネ

ジメント  

渋谷 正芳  様  

└15:10～15:25（15 分） テーマ１ 合意形成について 

・ディスカッション 

テーマ１発表者（３団体）  

【モデレータ】山口大学大学院  

宋 俊煥 教授  

└15:25～15:40 

（1団体 5分 計 15分） 

テーマ２ 人材確保について 

・登壇団体紹介  

 

 

・取組事例報告（３団体）  

 

【紹介】：国土交通省都市局  

まちづくり推進課  

政策係長 藤原 聖也  

【報告①】：  

一般社団法人 TCCM  

中井 久美 様  

【報告②】：  

一般社団法人  

横浜西口エリアマネジメント  

吉岡 真帆  様  

【報告③】：  

一般社団法人草薙カルテッド  

山本 洋平  様  

└15:40～15:55（15 分） テーマ２ 人材確保について 

ディスカッション 

テーマ２発表者（３団体）  

【モデレータ】山口大学大学院  

宋 俊煥 教授  

└15:55～16:15（20 分） テーマ３ 財源確保について 

・登壇団体紹介  

 

 

・取組事例報告（4 団体）  

 

【紹介】：国土交通省都市局  

まちづくり推進課  

政策係長 藤原 聖也  

【報告①】：  

まちづくり武生株式会社   

五十嵐 達哉 様  

 

 



3-23 

【報告②】：  

一般社団法人前橋デザインコミッ

ション  

日下田 伸  様  

【報告③】：  

株式会社まちづくり府中   

関谷 昴 様  

【報告④】：  

一般社団法人  

二子玉川エリアマネジメンツ  

笠原 徳広  様  

└16:15～16:35 

（1団体 5分 計 20分） 

テーマ３ 財源確保について 

ディスカッション 

テーマ３発表者（４団体）  

【モデレータ】山口大学大学院  

宋 俊煥 教授  

 16:35～16:55（20 分） 休憩（※時間調整含む）  

 16:55～17:15（20 分） 総括  山口大学大学院  

宋 俊煥 教授  

 17:15～17:25（10 分） 閉会の挨拶  国土交通省都市局  

  まちづくり推進課  

  官民連携推進室室長  

山田 大輔  

 17:25～17:30（5 分） 解散（懇親会案内等）  国土交通省都市局  

まちづくり推進課  

政策係長 藤原 聖也  
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(2) 参加者 

事前申込数及び当日の参加者を以下に示す。 

 

表 3.2-4 事前申込及び当日参加者数  

※追加申込（申込募集期間以降）を含む 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目  属性  人数  団体数  

事前申込者  

都市再生推進法人  53 名 29 団体  

都市再生推進法人指定を目指している団体  18 名 13 団体  

全国エリアマネジメントネットワーク会員  26 名 19 団体  

合計  ※97 名 61 団体  

当日参加者  

都市再生推進法人  47 名 26 団体  

都市再生推進法人指定を目指している団体  15 名 11 団体  

全国エリアマネジメントネットワーク会員  24 名 18 団体  

合計  ※86 名 55 団体  
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(3) イベント運営・配信方法 

参加者はリアルで参加した。運営者は会場（国土交通省中央合同庁舎 3 号館 10 階共用

会議室）に参集して、イベントを実施した。 

会場のレイアウト・設営状況の詳細を以下に示す。 

 

 

図 3.2-3 会場図（受付時）  
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図 3.2-4 会場図（開会挨拶時）  
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図 3.2-5 会場図（第 1 部 説明時）  
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図 3.2-6 会場図（第 2 部 事例報告・ディスカッション時）  
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図 3.2-7 会場図（閉会挨拶時）  

 

 

 

 

 

 

図 3.2-8 会場レイアウト  
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(4) イベント配布資料 

参加者に会議次第および配布資料を配布した。会議次第は事前にメールにて送付し、配

布資料は当日会場にて配布した。 

 

1) 会議次第 

会議次第を以下に示す。 

 

 

図 3.2-9 会議次第  
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2) 配布資料 

配布資料を次ページ以降に示す。 

 

 

 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
1

2

4

5

8

5 6
14 18 22 25

41
54

69
84

99

112
118

137

0

20

40

60

80

100

120

140

3-32



5 6 14 18 22 25
41
54

69
84
99
112118

137

0
20
40
60
80
100
120
140

R6.11.22

R6.11.22 R6.11.22

SDGs

R6.11.22 14

15 16

3-33



17 18

20

•

•

23
24

3-34



25

30

31

3-35



3-36



3-37



NPO

BID Business Improvement District

BID

BID

26
BID

- -

BID

17

3-38



R5 R6R4R3

11 29

R2

3-39



Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

2024/11/28

2

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 3 4
4

5

)

57 473

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 6

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

•
•
•
•

•
•
•
•

50km

200m20km

7
Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

etc
…

8

3-40



Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

•
•
•
•

•
•
•
•

200m20km

9
Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

-
…

10

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

•
•
•
•

•
•
•
•

200m20km

11
Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

10
…

H21

12

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

1

2

3

13
Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 14

15
15 16

32 R6.3

3-41



Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 17
17

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 18
18

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 19

2

3

19
Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

21

CF

22

23 24

3-42



Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 2
5

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 26

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved. 2
7

Copyright © 2018 Organization for Promoting Urban Development All Rights Reserved.

https://www.minto.or.jp

135-6008 3-3-3 8

3-43



2024.4

[ SDGs ]

[ SDGs ]

[ SDGs ]

UR

0201

0403 0605

0807 1009

URPRESS 58

1211

5

3

2
16

7
8

10

11

12

4

https://www.ur-net.go.jp/produce/about/project03.html

UR

1413

13

12

1

2

12

10
9

8
7

6

5
4
3

9

11

3-44



2

3 4

R 4JHs 181 5 6

7 8

3-45



9 10

•

HP11

•

•

•

•

•

•

12

13 14

15

15 16

3-46



HP

HP

3-47



3-48



3-49



2023 4

1

3-50



Instagram
Facebook

•

•

•

3-51



3-52



3-53



1
3-54



22

5

7
8

3-55



3-56 

(5) 当日の会場の様子 

当日の会場の様子を以下に示す。 

 

  

開会  制度紹介① 

  

制度紹介② 支援制度紹介  

  

情報提供  【合意形成】取組事例報告① 

  

【合意形成】取組事例報告② 【合意形成】取組事例報告③ 
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【人材確保】取組事例報告① 【人材確保】取組事例報告② 

  

【人材確保】取組事例報告③ 【財源確保】取組事例報告① 

  

【財源確保】取組事例報告② 【財源確保】取組事例報告③ 

  

【財源確保】取組事例報告④ ディスカッション 

図 3.2-10 各プログラム進行中の様子  
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(6) 総括 

第２部の各テーマの発表と討議内容を、AI を活用して要約し、総括で討議内容を振り返っ

た。各テーマの要約を以下に示す。 

 

図 3.2-11 各テーマの発表・ディスカッション概要（テーマ 1 合意形成）  
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図 3.2-12 各テーマの発表・ディスカッション概要（テーマ２人材育成）   



3-60 

 

 

図 3.2-13 各テーマの発表・ディスカッション概要（テーマ３財源確保）   



3-61 

 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 後のとりまとめ・発信 

 

3.3.1 参加者アンケートの実施 

(1) アンケートの概要 

参加者に対して、イベントに関するアンケートを実施した。申込同様オンラインで行い、アン

ケートフォームの URL や QR コードについては、当日配布した次第資料に記載し、イベント後

に参加者にメールで発信することにて依頼を行った。実施内容の詳細を以下に示す。また、ア

作成したアンケートフォームを次ページ以降に示す。 

 

表 3.3-1 参加者アンケートの募集期間  

募集内容  募集期間  図表番号  

参加者アンケート 

令和 6 年 11 月 28 日（木）  

～ 

令和 6 年 12 月 10 日（火）  

図 3.3-10 
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図 3.3-1 アンケートフォームの項目と表示画面（1/8） 
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図 3.3-2 アンケートフォームの項目と表示画面（2/8） 
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図 3.3-3 アンケートフォームの項目と表示画面（3/8） 
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図 3.3-4 アンケートフォームの項目と表示画面（4/8） 
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図 3.3-5 アンケートフォームの項目と表示画面（5/8） 
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図 3.3-6 アンケートフォームの項目と表示画面（6/8） 
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図 3.3-7 アンケートフォームの項目と表示画面（7/8） 

  



3-69 

 

図 3.3-8 アンケートフォームの項目と表示画面（8/8） 

  



3-70 

 

(2) アンケートの結果 

参加者向けのアンケート結果の集計は、下記のとおりである。 

 

表 3.3-2 参加者アンケートの回答件数  

項目  人数、件数  

当日参加者数  98 人 

参加者アンケート回答件数  45 件 

 

 

 
 

図 3.3-9 会議参加の理由（複数回答可）  

 

 

表 3.3-3 会議参加の理由（その他の回答）  

# 回答  

1 ・色々な制度などを改めてインプットしたかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 (2.2%)

13 (28.9%)

16 (35.6%)

38 (84.4%)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

より実践的な議論をしたかったから

他の都市再生推進法人と交流した

かったから

他の都市再生推進法人の取り組み

について興味があったから

N＝45 （複数回答）
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図 3.3-10 【1 部】各機関からの情報提供についての感想  

 

表 3.3-4 各機関からの情報提供について「やや不満」「不満」と回答された理由（自由意見）  

# 回答  

1 ・時間管理が不十分  

 

 

 

 
図 3.3-11 【2 部】全体討議についての感想  

 

表 3.3-5 全体討議について「やや不満」「不満」と回答された理由（自由意見）  

# 回答  

1 
・参加者の能力の差が大きく、討議テーマに沿った内容になってい

ないものもあった。 

2 ・お互いに直接話しあって見たかった。 

とても満足

19

(42.2%)

やや満足

20

(44.4%)

普通

5

(11.1%)

不満

1 (2.2%)

とても満足 やや満足 普通 やや不満 不満

やや不満は０票

N＝45 （単回答）

とても満足

14

(31.1%)

満足

20

(44.4%)

普通

9

(20.0%)

やや不満

1 (2.2%)

不満

1 (2.2%)

とても満足 満足 普通 やや不満 不満

N＝45 （単回答）
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図 3.3-12 良かったテーマについて 

 

 

表 3.3-6 テーマ１：合意形成について、良かった理由  

# 回答  

1 ・弊社の体制上、思い切って切り捨てた選択ができていなかった

が、それも必要だということがわかった。また、言葉だけで伝えるこ

とができないこともみにしみて理解した。 

2 ・スピーディーと部分に共感と納得がありました。 

3 ・事例紹介も含めてとても分かりやすかった 

4 ・全てのテーマともに非常によかったが、合意形成の話題であげら

れていた示唆（スピーディーに進められる体制づくりと実践を通して

形を見せることを優先など）は本質的かつ汎用性の高い内容が多

かったように思う。 

5 ・ステークホルダーが多岐にわたることが多いので、皆さんの視点や

取り組み、思いなどが大変参考になった。 

6 ・スピーディーに、ある程度強引でもとにかく結果を示して、走りなが

ら考えることの重要性がよく分かった。 

 

 

  

テーマ１：合意

形成について

8

(17.8%)

テーマ２：人材

確保について

16

(35.6%)

テーマ３：財源

確保について

21

(46.7%)

テーマ１：合意形成について
テーマ２：人材確保について
テーマ３：財源確保について

N＝45 （単回答）
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表 3.3-7 テーマ２：人材確保について、良かった理由  

# 回答  

1 ・地方都市におけるまちづくり人材の確保について興味があったか

ら。 

2 ・横浜西口エリアマネジメントの高校生との取り組みは枠組みが作

りこまれていて参考になりました。 

3 ・業界としてまちづくり人材の市場が小さく、経営力が弱いため優秀

な人材を採用できないという現実が分かった 

4 ・みんな同じ悩みを持ってるなぁ 

5 ・多様な人材確保に向けた活動を聞き、参考にしていきたいと思っ

たから。 

6 ・それぞれの地域の特性を活かしたかたちでの若者などの囲い方を

伺うことができたので 

7 ・各団体の人材確保の工夫について知れてよかった。あくまで副業

として関わってもらっているというやり方が参考になった。 

8 ・ありがたいことに、弊社にも新卒採用枠について現役大学生から

いくつか問い合わせがあります。しかし、安定的財政基盤には程

遠い状況で、普通の雇用はできてきませんでした。せっかく大学で

の知識やスキルを持って門をたたいてくれる若い人材があるにも

かかわらず、もったいない状況にあることを打開できないか、このテ

ーマに求めていたものです。 

9 ・合意形成や財源確保は所属しているエリプラにより、置かれてい

る状況が異なると感じました。一方で人材確保については、学生の

協力等、真似できる内容が多く感じます。 

10 ・内容が実務的だった。 

11 ・どの団体も人材確保・育成について同様の悩みを抱えていること

が分かり、エリマネ団体間の日頃から連携の大切さを感じました。 

12 ・地域の人材活用について、それぞれの事例をご紹介いただき、と

ても参考になった。 

13 ・若者との連携について興味があったため良い事例が聞けた。 

14 ・他都市再生推進法人の人材確保の方法（専任 NG、シルバー人

材等）が参考になったため 
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表 3.3-8 テーマ３：財源確保について、良かった理由  

# 回答  

1 ・広告収入等課題をもっていたので聞けてよかった 

2 ・具体的事例をしれた 

3 ・他の団体も、財源確保に苦労しており、それを全体的に共有でき

たことと、政策に結びつく糸口を見つけたため 

4 ・都市再生推進法人の永遠のテーマなのでしょうが、持続的に自立

出来る工夫を知りたかった。 

5 ・それぞれの事例非常に勉強になりました 

6 ・自主財源確保の方法について興味があったから。 

7 ・弊社でも使えそうな補助金の情報を実例も含めて話が聞けたため  

8 ・具体的な取組が聞けたのが良かったです 

9 ・財源確保があって事業継続が可能なため 

10 ・PFS に興味があったため。 

11 ・財源確保の色々なパターンが知れてよかったです。 

12 ・財源確保の多様な方法を知ることが出来たため 

13 ・マネタイズ手法が参考になった。 

14 ・どの団体も「行政や補助金に頼り切らず如何に自分たちで資金調

達ができるのか」という課題を持っており、議論がスムーズに進ん

だ点。 

15 ・前橋の取組みが大変勉強になりました。 
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図 3.3-13 会議全体を通しての感想  

 

表 3.3-9 会議内容や所要時間について（自由意見）  

# 回答  

1 なし 

 

 

 

 

 
図 3.3-14 開催時期について 

 

 

  

とても満足

18

(40.0%)

やや満足

21

(46.7%)

普通

6

(13.3%)

とても満足 やや満足 普通 やや不満 不満

不満、やや不満は０票

N＝45 （単回答）

参加しやすかった

32

(71.1%)

別の時期に

開催してほしい

5

(11.1%)

その他

8

(17.8%)

翌日実施のエリアマネジメント政策対話と同時開催であるため、参加しやすかった

翌日実施のエリアマネジメント政策対話とは別の時期に開催してほしい

その他

N＝45 （単回答）
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表 3.3-10 開催時期について（その他の回答）  

# 回答  

1 ・どちらでもよい  (同じ回答：他 1 件) 

2 ・今回はイベントと重なったため、２日目は参加できなかったが、連

日開催の方が良いと思う 

3 ・不参加でした。 

4 ・2 日連続開催は、時期によって参加できる状況が違う。年度当初

などであれば 2 日間開催できるが、年末頃は連続参加が難しい。 

5 ・当団体は、都市再生推進法人について検討段階であるため、政

策対話で議論できるレベルではないため参加しませんでした。もし

参加する立場になった場合は、翌日開催が参加しやすいと思いま

す。 

6 ・申込がそれぞれ必要であったことが・・  

7 ・欠席しました 
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表 3.3-11 その他、全体を通してのご意見・ご感想  

回答  

感想   
・今回は各機関からの制度紹介のインプットもあり、改めて法人運営について見直そうと思える

機会となりました。 

・内容は削りたくないが、ボリュームが多すぎて消化不良気味だった  

・懇親会で他の法人の生の声を聞くことができ、非常によかったです。 

・ご準備など、ありがとうございました。視察会もたいへん参考になりました。観光地の色が濃い

渋谷と府中では、課題が異なる部分もありますが、気づきを多々いただきました。  

・都市再生推進法人のメリットがまだ咀嚼できていない部分ありますが、各団体の活動内容の

良いと感じた部分を参考にしながら、実践につなげていけたらと感じました。 

・懇親会がとても有意義でした。 

・全体討議の内容がとてもよかった。各団体、共通項は一部ありながらも、違った進め方・進み

方であるので、これだけの数の団体の話を一度に聞くことができ、大変ありがたかった。  

・自分の持っている情報量や理解力不足が原因ですが、特に第 1 部は情報量が多く、話の展

開も速いため、話についていくのが大変でした。 

・うかつにも２日目の申し込みが、別に必要であったことを見落としていました  

・共有される情報が全国エリマネ会議等でもほぼ同じ団体のものになっており、参加回数が増

える程、毎回、同じ情報を共有するだけで、議論が深まっていない印象。事務局のご苦労には

敬意を表するし、感謝もしているが「そういうことがある」という事例を共有すること迄に留まっ

ており、参集する意味が少ないと感じている。 

要望   
・まちづくり団体のお話について、1 団体の所要時間をもう少し増やしてほしい。 

・どのように制度を活用しているかのもう少し具体に踏み込んだ事例をお聞きしたかったです  

・国と民間は同じ方向を向いていると感じていますので、自治体、地方行政をきちんと呼んでほ

しい 

・地方自治体が参加しやすい日程を考察して欲しい 

・前半の話題提供は非常に手厚くありがたい一方で、後半の全体討議の内容をより掘り下げて

聞きたいと感じた。話題提供に関しては事前に資料配布いただき、目を通してくることを前提

に、説明のボリュームは減らしても良いのではないかと思う。 

・１月に予定されていると聞いた、政策対話の続きも是非案内いただければと思います。どうし

ても、都市部の団体が多く、地方都市の出席者が少なかったため、地方でのまちづくりの実践

をしっかり届ける機会をいただければと思います。 

・自治体が出資している団体、民間企業のみで構成されている団体など、似ているような性質を

持った団体ごとにグループディスカッションができれば、同じ悩みに対する解決方法等をより聞

くことができるのではないかと思った。 

・アンケートを答え易いようにお願いします。（短縮 URL は OK） 

・１日目しか参加しておりませんが、国土交通省等の方針を知るだけでも有意義なので、引き続

き実施していただきたい。 
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表 3.3-12 今後、議論したいテーマ 

# 回答  

1 ・都市再生推進法人指定後に感じた、都市再生推進法人指定のメリット・デメリット  

2 ・市町村との連携  

3 ・基礎自治体の関わり方  

4 ・補助金の活用事例など財源確保に繋がるお話が聞きたいです。 

5 ・法人、団体目線での取り組み共有だけでなく、住民、店舗運営者などの声が聞ける機会があ

ると大変参考になります。 

6 ・開発圧力の低い、地方都市等での空き地の利活用に向けた取組（コモンズ協定など）をいか

に推進するかといった議論  

7 ・まちづくりの戦略作りより深掘りをした内容  

8 ・今後、浜町エリマネのご紹介ができればと思います。 

9 ・財源確保をもっと具体的に教えていただけると良かったです。 

10 ・中活基本計画が必須でなくなったこともあり、道しるべがあいまいな時期になりつつあります。

「法人の寿命」というか、使命を全うした暁にはどのような道筋が待っているのか？今、自分の

会社は、この道程のどのあたりにいるのか？他の成熟組織と比較できるようなすり合わせの場

ができないものでしょうか？  

11 ・財源のことは引き続きテーマとして議論していただきたいです。 

12 ・都市再生推進法人の更なるメリットの検討と行政への提言  

13 ・活動のＫＰＩ設定について 

・ビジョン形成のノウハウについて 

14 ・国、地方自治体との連携について、団体ごとに違ったかかわり方があると思いますが、その議

論をしていただきたい。特に地方自治体の方も加わった議論ができたら良いと思っております。  
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図 3.3-15 所属（属性）  

 

 

 

 
図 3.3-16 年齢 

 

 

3.3.2 実施概要 

DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の実施概要を作成し、都市再生推進法人にメールで

周知した。 

 

  

13 (28.9%)

14 (31.1%)

24 (53.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市再生推進法人指定を目指して

いる団体

全国エリアマネジメントネットワーク

都市再生推進法人

２０代

7

(15.6%)

３０代

16

(35.6%)

４０代

9

(20.0%)

５０代

7

(15.6%)

６０代

5

(11.1%)

７０代以上

1 (2.2%)

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

１０代は０票

N＝45 （単回答）

N＝45 （複数回答）  
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 DAY2 エリアマネジメント政策対話 

3.4.1 実施概要 

エリアマネジメントを推進する制度に係わるテーマを設定し、実践にあたっての課題、都市再

生推進法人やエリアプラットフォームの活用、新たな財源確保策といった点について、エリアマ

ネジメントの現場に根ざした議論を行った。 

 

表 3.4-1 DAY2 エリアマネジメント政策対話の概要  

開催日時 令和 6 年 11 月 29 日（金）13:00～16:30 

会場 DMO 東京丸の内 丸の内二重橋ビル 6 階 

開催方式 リアル開催 

次第 

1．開会 

2．全体会 

■DAY1 都市再生推進法人等会議’24 の振り返り 

■事例共有 

3．グループ議論 

■公共空間活用 ■財源確保（エリマネ負担金制度等）  

■屋外広告    ■スマートシティ・DX 

4．全体会 

■グループ議論の全体共有 

5．閉会 

 

 

3.4.2 DAY1 都市再生推進法人等会議’24 の振り返り 

DAY2 エリアマネジメント政策対話冒頭で説明する DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の概

要資料を作成した。 

資料は、事務局で作成した案を山口大学宋教授に加筆いただき、翌日に開催された DAY2

エリアマネジメント政策対話の冒頭で宋教授に概説していただいた。 

作成した資料を次ページ以降に示す。 
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図 3.4-1 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（1/6） 
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図 3.4-2 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（2/6）  
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図 3.4-3 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（3/6） 
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図 3.4-4 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（4/6）  
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図 3.4-5 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（5/6）  
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図 3.4-6 DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の振り返り（6/6）  
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3.4.3 DAY2 エリアマネジメント政策対話の会場の様子 

当日の会場の様子を以下に示す。 

  

開会  
DAY1 都市再生推進法人等会議 ’24 の 

振り返り 

  

事例共有  グループ議論（公共空間活用）  

  

グループ議論  

（財源確保（エリマネ負担金制度等））  
グループ議論（屋外広告）  

  

グループ議論（スマートシティ・DX） グループ議論の全体共有  

図 3.4-7 各プログラム進行中の様子   




